
医師連絡票 
 
名古屋大学あすなろ保育園では、乳幼児の健康管理に細心の注意を払っております。 
お手数ですが、受診された乳幼児について、病児保育の利用が可能と診断された場合は、

下記により必要な情報をご提供下さいますようよろしくお願い申し上げます。 
なお、本園の病児保育受入れ基準等につきましては、裏面をご参照下さいますようお願

いいたします。 
名古屋大学あすなろ保育園 

℡：052-744-2665 
病児保育開園時間：平日 8:00-18:00 

 
下記乳幼児について、平成  年  月  日 診断の結果、病児保育の利用は「可能」

と認められますので、必要な情報を提供します。 
子供の名前 

□ 男
□ 女

平成   年   月   日生 
（満   歳   ヶ月） 

＜病名＞ 

＜病名不明時＞ 
１．発熱  ２．下痢  ３．嘔吐  ４．咳嗽  ５．喘鳴  ６．発疹 
７．その他（                  ） 

＜現在の主な症状＞ 
発熱  下痢  嘔吐  咳嗽  喘鳴  発疹  その他（             ）

＜既往歴、治療経過及び症状経過＞ 

＜安静度＞ 
１．隔離を要する 
２．ベッド上安静           ３．室内安静 
４．室内保育（他児と室内で普通に遊んでよい） 

＜食事＞ 
 ミルク ・ 牛乳 ・ 離乳食（前期・中期・後期） ・ 幼児食 
 下痢食 ・ アレルギー食（除去内容                   ） 
＜処方内容＞ 薬品名・用量・用法など 
 
 
 
 

次回診察予定日    月    日（  ）

＜備考＞ 
 

      
医療機関の所在地および名称 
電話番号 
担当医師名                  印 



 

 

名
古

屋
大

学
あ

す
な

ろ
保

育
園

 
病

児
保

育
受

入
れ

基
準

 

  １
．
病
児
保
育
を
利
用
で
き
る
場
合

 
 

医
師
に
よ
り
集
団
保
育
可
能
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
利
用
で
き
る
。（

回
復
が
速
や
か
に
見
込
ま
れ
る
急
性
疾
患
） 

【
病
状
・
症
状
の
目
安
】
 

①
 
3
8
.
5
℃
程
度
ま
で
の
発
熱
性
疾
患
 

②
 

百
日

咳
，

麻
疹

，
流
行

性
耳

下
腺
炎

，
風

疹
，
水

痘
，

流
行
性

角
結

膜
炎
，

プ
ー

ル
熱
，

ロ
タ

ウ
ィ
ル

ス
，
急
性
耳
下
腺
炎
，
手
足
口
病
な
ど
の
回
復
期
（
「
病
児
保
育
を
利
用
で
き
な
い
場
合
」
に
留
意
の
こ
と
）
 

③
 
軽
微
な
鼻
水
・
咳
な
ど
の
急
性
上
気
道
症
状
 

④
 
軽
微
な
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
の
急
性
胃
腸
炎
症
状
 

 ＊
 

た
だ

し
，

定
員

を
超
え

た
り

，
他
の

受
入

れ
病
児

の
感

染
症
の

種
類

に
よ
っ

て
は

，
受
け

入
れ

で
き
な

い

場
合
が
あ
る
。
 

  ２
．
病
児
保
育
を
利
用
で
き
な
い
場
合

 
 

医
師
に
よ
り
集
団
保
育
不
可
能
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
利
用
で
き
な
い
。
 

【
病
状
・
症
状
の
目
安
】
 

①
 
感
染
症
の
強
い
疾
患
（
第
二
種
学
校
伝
染
病
※
1
，
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
・
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
）
で
，
他
児
に

感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
※
2
 

②
 
3
8
.
5
℃
以
上
の
発
熱
が
続
い
て
い
る
場
合
 

③
 

嘔
吐

，
下

痢
が

ひ
ど
く

脱
水

症
状
の

兆
候

（
唇
，

舌
，

皮
膚
の

乾
燥

，
粘
膜

が
ベ

ト
つ
く

，
グ

ッ
タ
リ

し
て
元
気
が
な
い
等
）
が
あ
る
場
合
 

④
 
咳
・
喘
鳴
（
ゼ
ー
ゼ
ー
）
が
ひ
ど
く
呼
吸
困
難
で
あ
る
状
態
 

⑤
 
食
欲
が
な
く
，
ほ
と
ん
ど
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
で
き
な
い
状
態
 

⑥
 
点
滴
な
ど
の
医
療
行
為
を
行
っ
て
い
る
場
合
 

⑦
 
重
篤
な
疾
患
で
直
ち
に
入
院
等
の
措
置
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
 

⑧
 
難
治
性
の
疾
患
で
現
在
治
療
中
の
場
合
 

⑨
 
免
疫
抑
制
剤
の
投
与
中
で
あ
っ
て
免
疫
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
状
態
 

⑩
 
感
染
し
や
す
く
，
一
旦
感
染
す
れ
ば
重
症
に
な
る
危
険
性
が
高
い
場
合
 

⑪
 
て
ん
か
ん
発
作
が
頻
回
に
起
こ
っ
て
い
る
場
合
 

 

※
1
 
第
二
種
学
校
伝
染
病
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
，
百
日
咳
，
麻
疹
，
流
行
性
耳
下
線
炎
，
風
疹
，
水
痘
，
咽
頭
結
膜
熱
，
結
核
，
 

髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎
 

※
2
 
受
け
入
れ
対
象
外
の
感
染
症
と
そ
の
許
可
基
準
 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
解
熱
後

3
日
が
経
過
し
て
い
れ
ば
利
用
可
能
）
 

平
成

2
5
年

1
月

2
8
日

 
名

古
屋

大
学

あ
す

な
ろ

保
育

園
運

営
協

議
会

 
 

・
百
日
咳
（
特
有
の
咳
の
消
失
後
ま
た
は

5
日
間
の
適
正
な
抗
菌
剤
に
よ
る
治
療
が
終
了
し
て
い
れ
ば
利

用
可
能
）
 

・
麻
疹
（
解
熱
後

3
日
が
経
過
し
て
い
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
耳
下
腺
，
顎
下
腺
ま
た
は
舌
下
腺
の
腫
脹
が
発
現
後

5
日
を
経
過
し
，
か
つ
，
全

身
状
態
が
良
好
と
な
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
風
疹
（
発
疹
の
消
失
後
は
利
用
可
能
）
 

・
水
痘
（
す
べ
て
の
発
疹
が
痂
疲
化
す
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
咽
頭
結
膜
熱
（
主
要
症
状
消
退
後

2
日
が
経
過
し
て
い
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症
（
解
熱
後

2
日
が
経
過
し
症
状
改
善
し
て
い
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（
解
熱
後

2
日
が
経
過
し
て
い
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
溶
連
菌
感
染
症
（
有
効
な
抗
生
剤
の
内
服
開
始
後

2
日
が
経
過
し
て
い
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
ア
デ
ノ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（
解
熱
後
は
利
用
可
能
）
 

・
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
（
解
熱
後
は
利
用
可
能
）
 

・
手
足
口
病
（
発
疹
・
水
疱
の
消
失
後
は
利
用
可
能
）
 

・
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
・
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
（
医
師
の
集
団
保
育
可
能
の
診
断
が
あ
れ
ば
利
用
可
能
）
 

・
髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎
（
病
状
に
よ
り
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
ま
で
）
 

 
 
 

  
 
 
＊
 
解
熱
後
と
は
原
則
と
し
て
（
解
熱
剤
の
使
用
な
く
）
3
7
℃
台
に
解
熱
し
た
こ
と
を
さ
す
。

 


